
　
奥
羽
山
脈
や
北
上
山
地
と
い
う
大
自
然

に
囲
ま
れ
た
岩
手
県
北
上
市
。
こ
の
地
に

は
金
型
関
連
の
企
業
が
集
積
し
て
お
り
、

中
に
は
世
界
的
な
技
術
レ
ベ
ル
を
持
つ
企

業
も
あ
る
。
株
式
会
社
ベ
ス
ト
が
そ
の
ひ

と
つ
だ
。

　
同
社
は
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
、

携
帯
電
話
な
ど
に
使
わ
れ
る
精
密
部
品
や

超
精
密
金
型
な
ど
を
生
産
し
て
い
る
。
そ

の
ほ
か
「
高
細
密
六
角
ナ
ッ
ト
」
と
い
っ

た
自
社
製
品
も
生
産
し
て
お
り
、
今
で
は

同
社
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
っ
て
い
る
。

　
六
角
ナ
ッ
ト
は
、
従
来
の
切
削
加
工
で

は
、
精
密
化
に
限
界
が
あ
っ
た
が
、
同
社

は
世
界
で
は
じ
め
て
微
細
レ
ベ
ル
で
の
プ

レ
ス
加
工
に
成
功
し
た
。
常
温
で
金
属
に

圧
力
を
か
け
、
金
型
に
添
っ
て
加
工
す
る

「
冷
間
鍛
造
法
」
に
よ
り
、
外
形
寸
法
わ

ず
か
０
・
０
３
㍉
㍍
以
内
の
高
細
密
六
角

ナ
ッ
ト
を
完
成
さ
せ
た
の
だ
。
こ
の
製
品

の
登
場
で
電
子
機
器
の
さ
ら
な
る
小
型
化

に
弾
み
が
つ
い
た
と
い
う
。

　
ち
な
み
に
こ
の
六
角
ナ
ッ
ト
は
、
完
成

ま
で
に
１
年
半
も
の
月
日
を
要
し
た
が
、

藤
原
澄
夫
社
長
は
「
困
難
な
ニ
ー
ズ
で
も

辛
抱
強
く
取
り
組
む
の
が
同
社
の
モ
ッ

ト
ー
。
最
後
ま
で
や
り
遂
げ
る
か
ら
こ
そ
、

高
い
技
術
が
生
ま
れ
る
の
で
す
」
と
胸
を

張
る
。
こ
う
し
た
姿
勢
と
高
い
完
成
度
が

顧
客
の
信
用
を
集
め
、
今
で
は
設
計
も
含

め
た
ト
ー
タ
ル
的
な
要
求
が
増
え
て
い
る

と
い
う
。

　
そ
う
し
た
実
績
が
認
め
ら
れ
、
07
年
に

は
、
経
済
産
業
大
臣
よ
り
「
感
謝
状
」
が

授
与
さ
れ
た
。
北
上
か
ら
世
界
へ
羽
ば
た

く
〝
ス
タ
ー
企
業
〟
と
し
て
輝
い
て
い
る
。
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イブニングサロン公式サイト
http://www.innovationpartners.jp/nonagase
/evening.htm

発　　行
イブニングサロンNEWS」を発行する会
事務局・東方通信社
TEL：03-3518-8844

４
月
22
日
（
水
）
、
第
22
回
目
の
「
新
都
心
イ
ブ
ニ
ン
グ
サ
ロ
ン
」
が
開
催
さ
れ
る
。
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
金
型
技
術
」
。
電
子
機

器
の
小
型
化
に
よ
り
、
金
型
も
ま
す
ま
す
精
密
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
精
密
化
を
実
現
す
る
た
め
に
は
最
先
端
技
術
に

加
え
、
熟
練
工
の
ワ
ザ
が
モ
ノ
が
い
う
。
ア
ナ
ロ
グ
と
デ
ジ
タ
ル
が
上
手
に
融
合
し
て
こ
そ
、
金
型
産
業
は
進
化
す
る
の
で
は

な
い
か
。
今
号
で
は
ま
さ
に
金
型
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
た
ち
を
紹
介
し
た
い
。

同社のオンリーワン製品、高細密六角ナット

最先端設備がそろう同
社工場



　
ス
ピ
ー
カ
ー
や
空
調
機
器
の
よ
う

に
微
細
孔
が
大
量
に
あ
る
製
品
の
金

型
設
計
に
は
高
い
技
術
を
要
す
る
。

池
上
金
型
工
業
は
、
こ
う
し
た
特
殊

な
金
型
設
計
を
得
意
と
し
て
お
り
、

家
電
か
ら
自
動
車
、
医
療
機
器
、
食

品
容
器
に
至
る
ま
で
あ
ら
ゆ
る
分
野

の
金
型
設
計
を
手
が
け
て
い
る
。

　
と
く
に
射
出
圧
を
加
え
て
型
に
押

込
み
成
形
す
る
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
射

出
成
型
」
を
主
と
し
て
お
り
、
比
較

的
低
い
温
度
（
１
８
０
～
４
５
０
℃
）

で
高
圧
成
形
す
る
の
が
特
徴
だ
。

　
ち
な
み
に
同
社
で
は
、
顧
客
の
あ

ら
ゆ
る
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
よ
う

Ｃ
Ａ
Ｄ
や
機
械
環
境
を
整
え
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
難
易
度
の
高
い
要
求
で

も
短
納
期
の
完
成
を
実
現
し
て
い
る
。

と
く
に
、
ス
ピ
ー
カ
ー
グ
リ
ル
等
に

使
用
さ
れ
る
微
細
孔
一
体
の
大
型
金

型
や
大
型
薄
型
テ
レ
ビ
の
筐
体
用
金

型
を
短
納
期
で
生
産
で
き
る
企
業
は

ほ
と
ん
ど
な
く
、
同
社
は
数
少
な
い

高
レ
ベ
ル
の
金
型
メ
ー
カ
ー
と
な
っ

て
い
る
。

　
さ
ら
に
熟
練
工
の
存
在
も
大
き
い
。

金
型
加
工
の
最
終
工
程
で
は
、
微
妙

な
調
整
が
必
要
で
、
こ
こ
で
は
熟
練

工
の
手
作
業
が
モ
ノ
を
い
う
。
こ
の

よ
う
に
デ
ジ
タ
ル
と
ア
ナ
ロ
グ
が
絶

妙
に
マ
ッ
チ
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
、

高
い
技
術
が
実
現
し
て
い
る
の
だ
。

「
お
客
様
に
買
っ
て
い
た
だ
い
て
い

る
の
は
金
型
で
は
な
く
満
足
で
あ
る
」

と
は
同
社
の
モ
ッ
ト
ー
。
旺
盛
な
サ
ー

ビ
ス
精
神
が
技
術
力
を
高
め
て
き
た

よ
う
だ
。

　
前
出
の
株
式
会
社
ベ
ス
ト
を
は
じ

め
、
岩
手
県
北
上
地
域
に
は
金
型
関

連
企
業
が
集
積
し
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
技
術
の
高
度
化
を
目
指
し
、
北
上

市
と
岩
手
大
学
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
研

究
事
業
を
展
開
し
て
き
た
。
そ
し
て
、

03
年
に
、
北
上
市
の
寄
附
に
よ
っ
て
、

岩
手
大
学
工
学
部
付
属
金
型
技
術
研

究
セ
ン
タ
ー
（
新
技
術
応
用
展
開
部

門
）
が
開
設
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り

北
上
市
内
の
産
学
官
連
携
が
活
発
に

な
り
、
地
元
企
業
の
新
製
品
開
発
に

弾
み
が
つ
い
て
い
る
。

　
こ
の
施
設
の
初
代
セ
ン
タ
ー
長
を

務
め
た
の
が
、
岩
手
大
学
工
学
部
機

械
工
学
科
の
岩
淵
明
教
授
。
機
械
工

学
（
機
械
加
工
・
機
械
材
料
・
金
型

製
造
プ
ロ
セ
ス
）
を
専
門
と
し
、
と

く
に
材
料
の
摩
耗
、
摩
擦
、
潤
滑
を

研
究
す
る
ト
ラ
イ
ボ
ロ
ジ
ー
の
第
一

人
者
と
し
て
知
ら
れ
る
。

　
研
究
活
動
の
ほ
か
大
学
と
地
元
企

業
を
つ
な
げ
る
活
動
に
も
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

「
大
学
は
サ
ー
ビ
ス
業
と
考
え
て
、

顧
客
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
こ
と
が
大

事
。
そ
し
て
地
域
か
ら
世
界
に
羽
ば

た
く
よ
う
な
研
究
や
製
品
開
発
を
目

指
し
た
い
」
と
話
す
岩
淵
教
授
。

　
Ｉ
Ｗ
Ａ
Ｔ
Ｅ
が
金
型
の
メ
ッ
カ
と

し
て
世
界
的
に
有
名
に
な
っ
て
ほ
し

い
も
の
だ
。
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あらゆるニーズに対応できるよう機械設備を充実
させている

北上の金型産業の高度化を図る岩手大学工学部
付属金型技術研究センター新技術応用展開部門

サービス精神と大きな夢を持つ
岩淵教授



73年に埼玉県内の中小企業の振興を目指して設立。中小
企業の振興から人材育成、商業振興、セミナーなど幅広
い活動を展開している。無料の経営相談もあるので、積
極的に利用してみてはいかがだろうか。詳細はサイトの
カレンダーにて。

〒338-0001　埼玉県さいたま市中央区上落合2-3-2 
新都心ビジネス交流プラザ3F
TEL：048-857-3901 http://www.saitama-j.or.jp/

　4月22日、「ビジネスコーディネーター協会」
2009年例会が新都心ビジネス交流プラザ（さいた
ま市）で開催された。この協会は、大学研究者、
会計人、コンサルタント、自治体職員、マスコミ
人など、各地で活躍するさまざまなプロたちで構
成されており、それぞれが地域活性化、産学官連
携、企業再生などを手がけている。
　また、メンバーたちの事例やノウハウの共有を
目指し、定期的に例会や合宿を開催している。

「ビジネスコーディネーター協会」2009年例会が開催された。メンバーたちは大学研究者、コ
ンサルタント、自治体職員とさまざまだが、「地域やベンチャーを元気にしたい」という思い
は同じ。それぞれが持つ豊富な経験とノウハウがさいたま市に集合した。

●各地域幹事
＊北海道・・・・・・・・・門脇武一 （オホーツク・マルチメディア協会）
＊東北・・・・・・・・・・川村志厚 （MIMINET）
＊首都圏北部・・・・・・・野長瀬裕二 （新都心イブニングサロン）
＊首都圏中部・・・・・・・江原秀敏（コラボ産学官）
＊首都圏南部・・・・・・・牟田口雄彦 （海援隊21）
＊静岡・中部・・・・・・・山田頴二 （浜松テクノポリス推進機構）
＊近畿・北陸・・・・・・・荒川守正 （ATAC）
＊中国・・・・・・・・・・森　紀男 （中国NBC）
＊四国・・・・・・・・・・田崎博司（田崎エンジニアリング）
＊九州・沖縄・・・・・・・古賀光雄 （トーマツベンチャーサポート）
＊総括幹事・・・・・・・・野長瀬裕二

　今回は新都心イブニングサロンが開催されるさいたま市で開催。それぞれの近況や今後の活
動について話し合った。また、特別ゲストとして（株）はせがわ会長、JNB会長の長谷川裕一氏
と元中小企業基盤整備機構理事の田村朝彦氏が参加し、講演を行った。
　なお、ビジネスコーディネーター協会では、既存会員からの推薦があれば入会することがで
きる。入会費は無料（必要に応じて実費負担）。連絡は事務局までyujinngs@yahoo.co.jp

イ
ブ
ニ
ン
グ
サ
ロ
ン
で
も
お
馴
染

み
の
顔
ぶ
れ
が
そ
ろ
っ
た



　
イ
ブ
ニ
ン
グ
サ
ロ
ン
の
世
話
人
を

つ
と
め
る
野
長
瀬
裕
二
・
山
形
大
学

教
授
が
企
業
診
断
を
行
う
「
モ
ノ
づ

く
り
通
信
簿
」
が
月
刊
「
コ
ロ
ン
ブ

ス
」
で
好
評
連
載
中
。
こ
れ
は
、
モ

ノ
づ
く
り
で
定
評
の
あ
る
企
業
の
工

場
や
現
場
を
取
材
し
、
「
成
長
意
欲
」

「
独
自
性
」
「
営
業
努
力
」
「
モ
ノ

づ
く
り
」
「
研
究
開
発
」
「
事
業
企

画
」
「
経
営
資
源
」
「
雇
用
創
出
」

を
採
点
。
そ
の
上
で
、
そ
の
企
業
の

強
み
、
逆
境
時
の
対
処
法
な
ど
も
聞

き
、
総
合
的
に
企
業
を
評
価
し
て
い

く
コ
ー
ナ
ー
。
こ
の
手
法
が
読
者
に

好
評
で
、
「
自
社
の
改
善
点
が
見
え

た
」
「
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
ヒ
ン
ト
を

つ
か
ん
だ
」
と
い
っ
た
声
が
編
集
部

に
届
い
て
い
る
。

　
最
新
の
月
刊
『
コ
ロ
ン
ブ
ス
』
４

月
号
で
は
、
武
田
レ
ッ
グ
ウ
ェ
ア
ー

（
埼
玉
県
富
士
見
市
）
の
武
田
進
社

長
が
登
場
。
武
田
社
長
は
靴
下
メ
ー

カ
ー
に
25
年
間
勤
務
し
た
後
、
82
年

に
現
在
の
会
社
を
創
業
し
た
。

　
し
か
し
「
そ
の
時
点
で
す
で
に
靴

下
の
生
産
拠
点
の
大
半
は
中
国
に
移
っ

て
い
た
た
め
、
価
格
競
争
で
は
勝
ち

目
が
な
か
っ
た
」
と
い
う
。
そ
こ
で
、

武
田
社
長
は
付
加
価
値
の
高
い
靴
下

づ
く
り
に
着
手
す
る
こ
と
に
。
ち
ょ

う
ど
、
そ
の
頃
「
ヨ
ネ
ッ
ク
ス
か
ら

の
依
頼
で
ス
ポ
ー
ツ
ソ
ッ
ク
ス
の
生

産
を
始
め
た
こ
と
も
あ
り
、
多
く
の

ス
ポ
ー
ツ
選
手
た
ち
の
声
を
聞
い
て

回
っ
た
。
そ
し
て
「
人
間
の
足
は
け
っ

し
て
対
称
で
は
な
い
の
に
、

★イブニングサロンの主な世話人
江田元之（財）さいたま市産業創造財
団・理事長／星野弘志元埼玉県労働

商工部新産業育成課・課長／村重嘉
文　(株)イーシティ埼玉・取締役会長／

野長瀬裕二（学）山形大学大学院理工
学研究科・教授／浜中真人・さいたま
商工会議所産業企画部・次長

★主な企画運営委員
山田穎二（財）浜松地域テクノポリス推
進機構・事業推進部長／江原秀敏　コ
ラボ産学官・常任理事・事務局長／古
川猛　月刊『コロンブス』編集長（東方
通信社）／根津紀久雄　NPO法人北関

東産官学研究会・理事長／柴田孝・米
沢BNO副代表

月刊『コロンブス』が
元気企業を取材します!!

産業栽培誌・月刊
『コロンブス』
（東方通信社発行）
には、野長瀬裕二
教授の連載コーナー
のほか、地元の元

気企業を紹介するコーナーもあ
ります。これまで、さいたま市
産業創造財団の江田理事長（04
年10月号）やNECパーソナルプ
ロダクツの柴田執行役員（06年
2月号）など、イブニングサロ
ンの関係者・参加者たちの取材
記事を多数掲載してきました。
今後、取材を希望される方はご
連絡ください。

問合せ　TEL：03-3518-8844

靴
下
は
ほ
と
ん
ど
対
称
に
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
で
は
足
が
靴
下
に
フ
ィ
ッ

ト
せ
ず
、
疲
れ
や
す
く
な
る
の
で
は

な
い
か
」
と
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た

と
い
う
。

　
さ
っ
そ
く
、
武
田
社
長
は
右
足
に

フ
ィ
ッ
ト
す
る
右
足
専
用
ソ
ッ
ク
ス

な
ど
を
開
発
こ
れ
ら
は
ス
ポ
ー
ツ
選

手
た
ち
か
ら
好
評
を
得
て
、
テ
ニ
ス

プ
レ
ー
ヤ
ー
の
伊
達
公
子
選
手
や
メ

ジ
ャ
ー
リ
ー
ガ
ー
た
ち
に
も
愛
用
さ

れ
る
ま
で
に
な
っ
た
。
同
社
の
ソ
ッ

ク
ス
は
、
今
で
は
ヨ
ネ
ッ
ク
ス
の
売

れ
筋
商
品
に
な
っ
て
い
る
。

　
一
方
で
、
武
田
社
長
は
左
右
非
対

称
で
自
社
ブ
ラ
ン
ド
の
「
Ｒ×

Ｌ
ソ
ッ

ク
ス
」
の
開
発
に
も
力
を
入
れ
て
き

た
。
す
で
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
タ
イ
プ

の
商
品
を
取
り
揃
え
て
い
る
。
ち
な

み
に
、
同
社
は
す
で
に
国
内
で
６
件

の
特
許
を
取
得
し
て
い
る
ほ
か
、
意

匠
登
録
な
ど
も
行
っ
て
い
る
。
最
新

作
に
関
し
て
は
１
足
の
靴
下
に
ナ
ン

ト
３
つ
の
特
許
技
術
が
使
用
さ
れ
て

い
る
と
い
う
。

　
今
後
「
ウ
チ
も
モ
ノ
づ
く
り
通
信

簿
を
つ
け
て
ほ
し
い
」
と
い
う
企
業

は
、
「
コ
ロ
ン
ブ
ス
」
編
集
部
ま
で

連
絡
を
。

　第10回新都心
イブニングサロ
ンで創刊された
「イブニングサ
ロンニュース」

サロン公式サイトで
「ニュース」公開中

は、新都心イブニングサロン公
式サイトおよび発行事務局の東
方通信社サイトにてアップされ
ています。第12号までアップし
ていますので、ご覧下さい。
　今後も引き続き、さまざまな
角度からニュースを発信してい
きたいと思います。新商品や新
技術の開発、ご意見・ご要望ま
でふるってお寄せください。
★イブニングサロン公式サイト
http://www.innovationpartners
.jp/nonagase/evening.htm
★東方通信社サイト
http://www.tohopress.com
問合せ：TEL03-3518-8844
e-mail：ryot@tohopress.com

「モノづくり」通信簿をつけ
る野長瀬教授

武田レッグウェアーの「産業栽培度」

武田進社長

武
田
レ
ッ
グ
ウ
ェ
ア
ー
（
株
）
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